
一般質問事項（令和３年第９回遠賀町議会１２月定例会） 

◆令和３年１２月９日（木）、１０日（金） 

◇１２月９日（木） 

（通告順１） 質問者 織田 隆徳 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 子ども医療費助成制

度の拡充について 

(1) 高校生まで医療費助成の拡充に向けて検討に入る

時期ではないか問う。 

町 長 

２ 小中学校の安全対策

について 

(1) 学校への不審者侵入防止対策と、不審者が侵入した

場合の対応を問う。 

(2) 通学路の危険個所の把握状況と、その対策について

問う。 

(3) 道路管理者としての通学路の安全対策を問う。 

教育長 

 

教育長 

 

町 長 

３ 小学校の教科担任制

について 

(1) 来年度から導入される教科担任制の本町の取り組

みについて問う。 

教育長 

 

 

（通告順２） 質問者 萩本 悦子 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 「教育委員会の権限

に属する事務の管理

及び執行状況につい

ての点検及び評価」

について 

(1) 福岡教育大学教職大学院特任教授 芋生修一氏に

よる意見書での指摘事項について尋ねる。 

①教育委員会の会議の公開等に関することについて、

どのような取り組みを行っているか。 

②体力向上のための取り組みの推進について、学級・

学年間の具体的なばらつきの状況と、ばらつきをな

くすためにどのような取り組みを行っているのか。 

③実体験を重視した教育の推進について、自尊感情を

高めるため、どのような取り組みを行っているか。 

④「読書活動の推進」について、読書活動の学校間の

具体的な格差の状況と原因、また格差を解消するた

め、どのような取り組みを行っているか。 

⑤「特別支援教育」の推進について、就学相談件数の

増加に伴い、相談体制を充実するため、どのよう

な取り組みを行っているか。 

⑥「社会教育における人権教育の推進・支援」につい

て、中学生を対象にした人権啓発標語の看板製

作・掲示についてどのように考えるか。 

教育長 

 

 



２ 「豊かな心を育むま

ちづくり」について 

(1) 伝統文化の継承・保存について 

①本町における地域の伝統行事や郷土芸能などを継

承・保存するためにどのような取り組みを行ってい

るか。 

②今年の４月に文化財保護法が改正され、無形文化財

と無形民俗文化財を対象とした登録制度が新設さ

れた。本町においても独自に登録制度を設ける考え

はないか。 

教育長 

 

 

（通告順３） 質問者 仲摩 靖浩 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ ウィズコロナ、アフ

ターコロナにおける

町の方針について 

(1) 新型コロナウイルスにより疲弊した町の活力を取

り戻すための、ウィズコロナ、アフターコロナ下で

の町の方針について、町の考えを問う。 

 

(2) コロナ禍で既存事業が悪化した企業に対して、新 

規事業の立ち上げや事業転換に対する支援を検討

できないか、町の考えを問う。 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

２ 新型コロナワクチン

の３回目接種ついて 

(1) ワクチン接種記録の管理について 

①１回目、２回目のワクチン接種を終えた町民の、ワ

クチン接種記録の管理の現状を問う。 

②町外からの転入者、町外への転出者の接種記録の確

認方法について問う。 

(2) ワクチン接種のスケジュール等について 

①町の３回目ワクチン接種の概要（スケジュール、方

法等）を問う。 

②町のこれまでの集団接種ではファイザー製のワク

チンを使用しているが、３回目もファイザー製を確

保できるのか。 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

３ コロナ禍で業務に携

わる町職員のメンタ

ルヘルス対策、アフ

ターフォローについ

て 

(1) 職員間でのコミュニケーションが希薄になってい

ないか、職員間のコミュニケーションの現状を把握

しているか問う。 

(2) 町職員のメンタルヘルス対策やアフターフォロー

の取り組みを問う。 

(3) 現状の取り組みでの問題点、課題は何か。 

(4) 特に、コロナ禍に入庁された１年目、２年目の職員

はコミュニケーション不足が懸念されるが、特別に

フォローする取り組み等があるか問う。 

町 長 

 

 

町 長 

 

  町 長 

 

  町 長 



◇１２月１０日（金） 

（通告順４） 質問者 田代 順二 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 新型コロナウイルス

感染症対策について 

(1) これまで町民の自宅療養者、宿泊療養者はそれぞれ

何人いたのか。医療提供が行われたのか町は把握し

ているのか。また、本町が自宅療養者等生活支援サ

ービスを提供した世帯数と人数を尋ねる。 

(2) ＷＨＯは今年４月、微粒子（エアロゾル）感染を主

要な感染経路に位置付け、接触感染は稀としてい

る。厚生労働省も微粒子（エアロゾル）を吸い込む

ことで感染するとの見解を示した。本町のホームペ

ージにも微粒子（エアロゾル）感染を加えるべきで

はないか。 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

２ 農業者への支援につ

いて 

(1) 米価の下落による農業者への影響についてどう認

識しているか。支援は何か考えているのか。 

町 長 

３ 気候問題について (1) 「２０５０年ＣＯ₂排出ゼロ」を表明した自治体は

４０都道府県、２６８市、１０特別区、１２６町村

にのぼる。本町も表明すべきではないか。 

町 長 

 

 

４ 学校教育について (1) 新型コロナウイルスの影響により不登校になった

児童・生徒はいるのか。 

(2) 就学援助の項目に不織布マスクを加える考えはな

いか。 

教育長 

 

教育長 

 

（通告順５） 質問者 萩尾 修身 議員 

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 認知症などによる徘

徊高齢者の行方不明

者対策について 

(1) はいかい高齢者等ＳＯＳネットワークシステム  

があるが、徘徊ＳＯＳに申請している人は現在何名

か。 

(2) 認知症などの人と住まいの地区の民生委員とは普

段から連絡は密にとれているか。 

(3) 行方不明者が出た場合、防災メールで発信する  

時の注意点は。特に顔写真など。 

(4) 区長に連絡すると、地域の方たちが捜索に協力して

くれるが、もし、事故などにあったときの町の対応

は。 

(5) 早期発見につながるＧＰＳ位置情報システムや洋

服など日常の持ち物にＱＲコードを印字したラベ

ルを貼るものがある。導入の考えはあるか。 

町 長 

 

 

町 長 

 

町 長 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

 



２ 教員の働き方改革の

推進について 

(1) スポーツ庁は教員の負担軽減の一環として、学校の

運動部活動の地域移行促進するための検討を始め

た。その中で、既存の部活動の体制の見直し、指導

を望まない教員が顧問を務める必要のない体制を

整えるとあり、指導員の確保、育成方法の検討もな

されているが、本町も外部指導員の積極的な活用の

方向に変わるべきと思うが、このことについての考

えは。また、その時の指導者の確保についての対策

は。 

(2) 教員の超過勤務の実態と改善について、ギガスクー

ル構想の導入によってプログラミング教育やオン

ライン学習のやり方など教員が新しく学ぶことが

非常に増えたと思う。勤務実態を把握して問題があ

れば早期改善をして、授業に集中できる環境を整え

るべきと思うが、現状はどうか。 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 


